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http://www.minamih.net/ 新学期が始まって２週間目が過ぎました。
今、３年生の算数を教えていますが、２年生の時に

先生を手こずらせていた子が一所懸命学習に取り組ん
でいます。最初の授業では４度も手を挙げ、３度も発
言をしました。友達の意見をよく聴いて、「○○君と
同じ意見」と言って発言することもできました。子ど
もなりの心機一転なのです。今が大事です。

お子さんにめあてをもたせて取り組ませ、応援して
あげてください。勉強もサッカーも同じです。

保護者会の時期です。教室の後ろの黒板には、子ど
も達の１学期のめあてが掲示してあるはずです。しっ
かりメモして帰り、お子さんと話題にするのもいいで
すね。
サッカーでも自分のめあて，チームのめあてをもつ

１１・ ４・１６（土）ことを大切にしています。達成に向けて努力する中で
南ＮＥＷＳ ＮＯ ３ 成長が期待できるからです。時々, ＧＡＭＢＡＮＯＴ

Ｅも見てあげてください。

2011 年 4 月 3 日 新 5 年生 対白百合練習試合（於：文化大グラウンド）
◎チームのめあて：受け手の声、ワンツー・オーバーラップを使う
南八王子１－０白百合（前半 0 対 0） 得点者：小山君
新 5 年生になって初めての試合。相手は強豪白百合 FC でした。試合が始まる

と平山君から小林君へのホットラインが機能し、キーパーと 1 対 1 となるシーン
を数多く演出。もう一つの阿部君から赤田君のサイドを使った攻撃の形もよく出
来ていました。守備も森久保君が果敢に飛び込み無得点に抑えると、後半もこの
形で粘り強く、と送り出しました。

開始早々鶴田君が惜しいシュートを放つなど後半もリズムが良く、守りの面で
は松宮君が広いカバー力で安定感を、また左サイドからのオーバーラップを成功
するなど存在感を示していました。もう一人のサイドバック栗橋君も決定的なピ
ンチには必ず顔を出してクリアし、粘り強くチャンスを待ちます。その粘りが実
ったのは後半終了間際、小山君が平山君から渡ったパスをヘッドでゴール。その
まま試合終了となりました。

南八王子０－３白百合 得点者なし
2 試合目もテンポ良く、赤田君が左サイドから再三チャンスメイクします。中

盤では山崎君が高いキープ力で 3 人を相手にドリブル突破するなど良い形が作れ
ていましたが、最後まで詰め切れず。逆にカウンターから裏を取られゴールを許
してしまいました。前半終了間際には谷口君が中央キープから右への展開を見せ
ましたがそこまで。

後半には悪い癖が出てきて、誰も声かけのない静かな時間帯が続き、攻撃も散
発的なミドルシュートのみとなりました。唯一良い形ができたのは栗橋君から小
山君へのパス交換からのオーバーラップのみ。その後 2 失点を喫し敗戦。1 勝 1
敗の痛み分けという形で決着がつきました。

５年生は昨日の午後練に１４名が参加しました。私のモチベーシ
ョンはさらに上がりました。本当に楽しみです。

“教えるとは共に希望を語ること”と先人が言っています。正にそ
れを感じます。一生懸命、勉強して教えます。ｂｙ南のアンパンマン
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春季カップ２年生 ４月１０日（日）椚田Ｇ
南八王子１－１狭間 前半１－１ 得点 小笠原君

1 pk 2

粘 り 強 い 全 員 サ ッ カ ー と い う 5 年 生 の 特 徴 が よ く

出 た 試 合 で し た 。 あ の 白 百 合 相 手 に 勝 利 し た 事 は 一

つ の 成 長 の 印 で あ る と 思 い ま す 。 但 し 修 正 す べ き 点

も 散 見 。 １ ） 受 け 手 の 声 。 受 け 手 が 声 を 出 さ な い と

パ ス 出 来 ま せ ん 。 そ し て 声 を 出 す 側 に は 受 け る 準 備

が 出 来 て い な い と い け な い 。 つ ま り ど ち ら に も 余 裕

が な い と パ ス は 成 立 し な い 。 受 け 手 の 声 は 徹 底 す べ

き と 考 え ま す 。 ２ ） 最 後 の 詰 め 。 最 後 の 最 後 に 左 足

で 蹴 れ な い か ら チ ャ ン ス を 逃 す 、 蹴 れ た と し て も 球

威 が な い 。 こ れ は シ ュ ー ト 練 習 で 地 道 に 鍛 え 上 げ て

い く し か な さ そ う で す 。 い ず れ に し て も ま だ 伸 び 代

の あ る 彼 ら に は 大 い に 期 待 し て い ま す 。
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☆チームのめあて

攻めるときは、みんなでボールを追いかけ、守るときはボールの後ろからだけ追わずに、
ボールとゴールの間に行く

みんな意識してボールを追いかけていて、数人は守備の時はボールとゴールの間に走って
守っていた。

８． コーチ所見

小笠原君はドリブルでのキープ力が成長してきた。渡邊さんはみんなから離れた所から
ボールを見てこぼれ球の処理ができていた。大澤君のＧＫは飛び出すタイミングが良く
なっていた。

試合結果： 1


